
尿検査の推進状況 

栃木県塩谷町2015/10 東京都世田谷区2015/3 

福島県南相馬市2015/7 福島県伊達市2015/10 
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尿検査結果 － 地域による違い 

福島県：４７人／８２人中検出 

東京・埼玉： 
6人／42人中検出 
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尿中のセシウム量と米の関係 
   －南相馬市に住むFさんの事例 

南相馬市在住のFさん （70代男性） 
 尿検査結果 0.72Bq/L (Cs-134:0.14, 137:0.58) 
 Fさん宅で常食する米(相馬市新地町産 １Bq/Kg (Cs-137,134) 

尿中のセシウム量から 
体内のセシウム量を推定 

米のセシウム量から 
体内のセシウム量を推定 

計算方法 ●1日の尿量中のセシウム量 
 １Ｌ×0.72=0.72ベクレル 

●尿中セシウム量から推定
される体内のセシウム量 
0.72×(50～100)= 36～72Bq 
 

●1日米2合食べるとして 300g 
 米1合150g  
●1日の米からのセシウム摂取量
（1.0Bq/Kg:Cs-134,137合計推定） 
 1 × 0.3 = 0.3Bq/日 
●生物学的半減期100日として 
 シミュレーション⇒40Bq 
 

体内のセシウム
量（推定） 

36～72Bq/Body 40Bq/Body 



尿検査の今後の課題 

 福島県周辺での尿検査の継続 

伊達市、白石市、南相馬市、那須塩原市（塩谷
町）などでの調査継続。 
地域での推進者の発掘と連携。 
 

 食品、大気中粉塵との関係調査 
米の調査、リネン吸着法による大気中粉塵と 
セットでの調査の実施。 
 

 尿検査の意義と分析情報の発信 
 

 



尿検査の推進状況 
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ちくりん舎でのコメ検査の結果（2014～15年10月度分） 
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米のCs-137濃度（Bq/Kg)度数分布 

2014～2015年10月ちくりん舎測定分 

全検体数84件 

ND（0.3以下） 

0.3～0.49 

0.5～0.99 

1.0～1.49 

1.5～1.99 

2.0～2.5 

2.5以上 

検出：40件/84検体 
検出率:48% 
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ちくりん舎で測定した米のCs-137濃度範囲 

産地 検体全数 検出検体数 検出率(％) 

検出範囲 
(Cs-137 Bq/Kg) 

最小値 最大値 

福島 3 3 100 0.52 1.74 

栃木 11 11 100 0.32 2.31 

宮城 6 3 50 0.41 0.72 

岩手 15 15 100 0.31 2.74 

茨城 10 3 30 0.33 0.44 

山形 16 0 0 ｰ ｰ 

埼玉 1 0 0 ｰ ｰ 

千葉 8 1 12.5 0.35 0.35 

長野 4 0 0 ｰ ｰ 

北海道 １ 0 0 ｰ ｰ 

愛知 １ 0 0 ｰ ｰ 

滋賀 2 0 0 ｰ ｰ 

兵庫 0 0 0 ｰ ｰ 

2014～2015年10月ちくりん舎測定分 全検体数84件  検出限界 Cs-134,137合計１Bq/Kg  



空気中のホコリ 

からの吸込みも 

要注意 
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粒径の細かい粒子は肺の奥まで侵入する。 

・粒子径が大きいものは鼻咽腔に、中位のものは気管、気管支に、更に微
細なものは終末気管支および肺胞まで侵入して、そこに沈着する。 
（1969年原子力委員会決定「プルトニウムに関するめやす線量について」） 

http://www.nies.go.jp/kanko/news/27/27-1/27-1-04.html  
国立環境研究所 大気中超微小粒子と心疾患  



http://www.yomiuri.co.jp/science/20150810-OYT1T50080.html?from=ytop_ylist 

セシウム排出、予測より遅い…作業員を追跡調査 



         

福島第一原子力発電所で事故対応にあたった東京電力の作業員が体内に吸い込んだ放射性
セシウムは、当初の予測より、体外への排出が遅いという追跡調査結果を、放射線医学総合研
究所の谷幸太郎研究員らが発表した。 
 

 谷研究員らは、セシウムの一部が水に溶けにくい化合物になり、肺に長くとどまるためではな
いかと推定している。被曝ひばく線量を見積もる計算モデルの見直しにつながる可能性があると
いう。 
 

 同研究所では、事故直後に原子炉の中央制御室で監視業務などにあたり、被曝線量が特に
高かった作業員７人について、年に数回、検査を受けてもらい、体内のセシウム１３７などの量を
測っている。 
 

 作業員のセシウム量は、事故後、約２年間は、「肺から血液へ溶け込み、尿などを通じた排出
により、７０～１００日ごとに半減していく」という予測通りに減少していた。しかし、２０１３年の半
ば頃から減り方が鈍くなった。 
 
2015年08月10日 19時02分 Copyright © The Yomiuri Shimbun  



一般的な大気中粉塵の放射能分析方法 

エアダストサンプラー 

フ
ァ
ン 

フ
ィ
ル
タ
ー 

エアー 

流量計 

フィルターに吸着した放
射能量を測定する 

流した空気量を測定す
る。 
 

排気 

測定結果は 

 ベクレル/m3 
 1立法米あたりの空気中の放射能量 



リネン吸着法 
 －市民のアイデアで測定できることを実証 

リネン布に吸着した放射能を測定する 
（ゲルマニウム半導体測定器を使用） 

一定の大きさのリネン（麻）布を 
１０～14日放置 

リネン（麻）布を回収 

測定結果は 

 ベクレル/m2・h 
 1平米あたり・1時間あたりの吸着 
 放射能量で定量的に比較が可能 



測定結果 
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東京都・日の出処分場のエコセメント
工場からの排出粉塵によるものの推
定。（差し止め裁判資料として提出） 



測定結果 
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民家脇の鉄道の往来による粉
塵と推定。 



測定結果 
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国は住民の強い反対にもかかわらず一方的に避難

指定を解除。 



26 



27 

測定結果マップはちくりん舎 
ウエブサイトに随時記載 
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髪の毛にもセシウムの付着が 
 → 大気中粉塵の放射能調査として活用できそう 

 

頭髪の汚染 
測定はちくりん舎 

測定対象者 測定結果（Bq/Kg） 

Cs-134 Cs-137 Cs合計 

南相馬市在住 20代女性 ND(4.4) 6.5 8.1（推定） 

南相馬市在住 20代女性 ND(4.1) 7.0 8.8（推定） 

南相馬市在住 50代女性 ND(5.5) 6.0 7.5(推定) 

南相馬市在住 60代女性 ND(5.1) 9.6 12(推定) 

南相馬市在住 50代女性 ND(7.1) ND(7.0) ND(10) 

南相馬市在住 50代男性 ND(4.4) 14 18 

前日または当日にシャンプー 


